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Ⅰ.  問題関心
　大学における学生支援業務への学生活用が盛んで
ある。それは学生支援業務における人手不足のため
ではなく、学生がそれに積極的に取り組むことに
よって、学生支援の充実のみならず学生の学びの機
会として価値をもつという理解からである。この
種の活動は大学によっていろいろなかたちがあり、
名称も様々であるが、「学生参画型大学運営」1）（沖
他 2011）という表現がその性格をかなり正しく表
しているように思われる。こうした状況の中、特に
2000 年以降ピア・サポート活動を開始する大学が
あらわれてきた。そこでのピア・サポート活動とは
次の 3 つのいずれかが軸になっているのが一般的で
ある。すなわち、①相談活動、②修学支援、③新入
生支援である （大石他 20072））。
　こうしたピア・サポ トー活動の中では、ピア・サポー
ト訓練が学生の成長に効果をあげる（岡田 20103）、
山崎他 20054） ）ことは予想された結果であろうが、
それに加え、ピア・サポート活動それ自体の中でも
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Abstract
　A purpose on this report is reviewing growth drivers of the university students in peer-support activity. In “K” Women's 
College, they provided advice and planned events for other students as peer-supporter. Then they acquired 'Shakaijin 
Kisoryoku' (Basic Skills to Work in the Society) through the peer-support activity.
 According to what peer-supporters say, they learned as follows, through peer support activity. In the first, they have come to 
be able to think more actively than before. Second, they constructed new relationships. That is to say, this is their first time to 
work together in harmony. Finally, the activity gave them a sense of achievement. These experiences allowed them to grow.
　Four factors have made them grow. First, it is their surroundings. It is important that all faculty members have entrusted 
them. Second, it is their relationships. That is to say, they must understand each other and collaborate together. Third, it is 
important to motivate them with success experiences. And, the last factor is atomosphere of peer-support community. Junior 
staff members have learned and been supported their growth by senior ones. It has been formed in their activity. 
　Therefore in this case, peer-support activity has offered opportunities to act for others and collaborate with others, to them, 
who had used their all energy only for themselves. As the result, they have grown by the opportunity.  
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サポートされる側だけではなくてサポートする側の
成長が報告されている。具体的には、主に 2 側面
での成長が言われる。ひとつは、大学に関する知
識の増大（宮尾 20065） ）や、活動に関わる知識の
確実化（中出 20036） 、中出他 20047） ）といった
ある特定の知識面の成長、いまひとつは、コミュニ
ケーション能力の向上（伊東 20078） ）や、コミュニ
ケーションスキルの向上と心理的発達の促進（内野
20039） ）、また活動を通して自信をつけエンパワー
メントされる（中出 20036） 、中出他 20047） ）といっ
たいわゆる社会性に関わる側面の成長である。特に
後者は、経済産業省が「社会人基礎力」という概
念を提唱することに見るように、若者の社会や他者
と関わる力が危ぶまれている現在、社会性の成長を
促すたいへん貴重な取り組みだと評価されよう。
　本稿では、この「社会人基礎力」の獲得を学生自
身が評価する K 女子大学のピア・サポート活動を
事例に、サポーターの成長を支える要因について整
理を試みたい。そのためにまず次節では、やや丁寧
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に同校の活動について成果と課題を記述する。そし
てその活動状況をふまえたうえで、活動の中でピア・
サポーターらの成長に関わる学習過程について言及
することにしたい。なお、この K 女子大のピア・
サポート活動の事例は、筆者ら自身が教職員の一人
としてその初期設計に関わるとともに、活動の成果
を観察する立場におかれていた。その意味で内部か
らの観察であり、完全な客観性を保証できるかどう
か危惧するところもある。だが他面、内部からでは
ないと観察できない事項があることも事実であり、
これらをふまえて考察することにした。
Ⅱ.  K 女子大学におけるピア・サポート活動
1. ピア・サポート活動開始の背景と目的―K 女子
大学の特徴とピア・ひろばの創設
　K 女子大学は、京都市内の西部に位置し、学生
数 1800 人規模の私立女子大学である。3 学部 5 学
科に短大部の 2 学科を併設している。2008 年頃より、
全学的にエンロールメント・マネジメントの考えを取り
入れた制度改革をおこない、「平成 19 年度現代的教
育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）」、及び「平
成 20 年度新たな社会的ニーズに対応した学生支援
プログラム（学生支援 GP）」に選定された。同校の
エンロールメント・マネジメントの捉え方は一般的に
言われる概念と少し異なっている。当時の学生支援
GP の事例集を見ると「エンロールメント・マネジメン
トとは米国の大学で発達した教育経営政策の手法で
あるが、一般には、学内の様々な資源を統合的かつ
戦略的に動員することによって、学生数（Enrollment）
の流出入や進級率、卒業率をコントロールすることを
主眼としている。それに対して、本学（注 :K 女子大学）
では、エンロールメント・マネジメントを単なる経営
策ではなく、教育モデルだと捉えている。すなわち、
個々の学生に対する入学前から卒業後にいたるまで
の学生生活支援と個別対応教育の有機的運用を通じ
て、学生の不安や疑問に徹底的に対応し、更にその
過程で主体的な学習意欲を引き出すことによって、よ
り高度な水準で教育理念と学力の達成を図るという
ものである。」10）（金 2008）と説明される。
　K 女子大学のピア・サポ トー活動はこうした制度改
革の途上で提案され開始された取り組みである。そ
れは、「従来の学生支援を見直し、教員・職員及び
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学生（上級生）が連携し、要支援学生一人一人にふ
さわしい絆づくりを行い、個々の学生が抱える問題や
希望に応じた適切な配慮と支援によって、円滑な修学
を可能にすることを目的」11）（川西 2012,p.27）とする
ために生まれた施策のひとつである。
　K 女子大学のピア・サポート活動（「ピア・ひろ
ば」）の創設当時 2010 年の主旨と役割は表 1 のとお
りである。明確な「課題」を抱えた要支援学生にと
どまらず、要支援学生をつくらないという予防的措
置としての機能を含むことが特徴的である。そこで
は、学生たちが「より多くかつより多様な教員・職
員・上級生・同級生・下級生と繋がること」が重要
視される。すなわち、サポートを要する学生を受け
身的に待つだけでなく、積極的に学生生活を充実さ
せるイベントを企画し学内の絆（social bonds）づ
くりをおこなうことも主要な活動となっている。こ
のようにして、他学生に直接的に関わりサポートす
ることに加えて、学内活性化にまで踏み込み間接的
なサポートも意図していることが K 女子大学のピ
ア・サポート活動の特徴である。そして、ピア・サ
ポート活動を通し、要支援学生やピアサポート利用
者の「他者成長」と共に、ピア・サポーター自身の
「自己成長」を促すことを狙いとして定めている。
　本稿は、この K 女子大学のピア・サポ トー活動に
ついて、開設した 2010 年 4 月から、2012 年 3 月
までの 2 年間の活動状況をもとに分析をおこなう。
なお、文中に出てくるアンケート結果はすべて 2011
年度末におこなった K 女子大学ピア・サポーター
経験者の回答である。具体的には、2010 年度およ
び 2011 年度にピア・サポーターを体験した 34 人に
対して学内ポータルを使用してアンケートを実施し、
22 人の回答を得たものである（回収率：64.7%）。
2. ピア・サポーターのメンバー構成
（1）採用と研修の方法
　ピア・サポーターの募集にあたっては、学年・学
科を問わずに募集をおこなっている（ただし前期募
集の際のみ 1 年生は除外）。2010 年度は前期 26 名、
後期 26 名、また 2011 年度には前期 24 名、後期 24
名を採用した。採用者の学年・学科は 4 学年 5 ～ 6
学科にわたる多様な構成となっている。なお、一度
採用されると継続して活動を希望する者が多い。
　新規採用したピア・サポーターには、臨床心理士
資格を有するメンター他による研修をおこなっている
（表 2）。この研修は、ピア・サポータにとって他者と
のコミュニケーションについて客観的かつ専門的に学
ぶ機会となっている。また、必要に応じて学内での
相談ニ ズーに応えるための特別研修などもおこなって
いる。特別研修とは、一例をあげれば 2011 年度には
「授業でパワーポイントを使用する課題を出すのでサ
ポ トーをお願いしたい」という旨の依頼が来た場合、
相談に応じることができるようパワーポイントに関す
る研修をおこなった、などである。
（2）組織構成の変遷
　組織のあり方については、ピア・サポーターたち
の活動しやすさを重視し、あらかじめ教職員側で決
めるのではなく学生側の意見を取り入れるようにし
ている。そのため、たとえば、組織の代表者・副代
表者が決まったのは活動を開始して 2 か月ほど経っ
た頃である。2010 年 4 月の活動開始当初は特に役
割を定めることなく活動をすすめていたが、ピア・
サポーターである学生たちから「他団体と交渉する
ために代表者が決まっているほうがよい」という声
があがった。さまざまな活動を企画する中で組織の
顔となる人物がいた方がよいと判断したようであ
る。そこで、代表者と副代表者が 1 名ずつ決まった。
ただし代表と言っても、日常的な活動においては他
のサポーターたちとすることが変わったわけではな
い。ただし、代表・副代表者の学生たちにとっては、
活動へより強いコミットメントを感じるきっかけと
なったようである。
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　代表者・副代表者が決まってさらに 2 か月後、ピ
ア・ひろばとしてはじめての大きなイベント（7 月
七夕イベント）を終えた頃、また新たな要望が学生
たちのあいだから出てきた。すなわち、今後よりよ
い活動をおこなっていくためにイベント企画・開催
を中心となってまとめていく役割が必要だという意
見である。そこで代表者・副代表者に加えて、3 名
の学生が「幹部」として選出された。
　翌年 4 月、さらに「幹部」の人数が増える。副
代表を 3 名体制とするとともに、会計・渉外・広
報が各 2 名ずつ決まった。このように学生が主体
になって時間をかけながら少しずつ組織の責任体
制が確立していった。それぞれの役割を明確化す
るとともに、それまで中心となっていた当時 4 年
生の学生に加え下級生も役割を担うようにしたこ
とが特徴である。このような役割の明確化と責任
者を学年の下のものに引き継がせていく方法は、
かれらが主体的におこなっている学内のクラブ・
サークル活動のパターンであり、それを応用した
とも解釈できる。
3. ピア・サポーターの活動の様子
（1）ピア・ひろばの来場者数と相談件数
　ピア・ひろばでは、授業開講期間の平日 12:00 ～
17:40 のあいだ 2 名の学生（ピア・サポーター）が
常駐し、学習面や生活上の相談に対面及びメールで
応じている。表 3 は、ピア・ひろばの来場者数と相
談者数（いずれも延べ数）を示したものである。来
場者数を見ると、1 か月におよそ 300 名以上の学生
が利用していることが分かる。2011 年度より新し
い学生食堂（カフェ）ができた影響で、「来場者数」
は 2010 年度より 2011 年度のほうが少なくなってい
るものの、「昼休み以外の来場者数」に限定して見
ると、むしろ利用者数が増加している。
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　相談件数を見ると、ほぼ毎月なんらかの相談が寄
せられている。特に 4 月と 7 月の相談件数がやや多
く、履修登録と試験に関する相談ニーズが高いと言
える。一方で、こうした特別な期間以外はピア・サ
ポーターのメンバー入れ替えなどにより、うまく需
要に応えきれていない側面がある。例えば、統計ソ
フト（SPSS）の手法に関するものは、需要の高い
相談内容のひとつである。しかし 2011 年度後期以
降、統計の知識があるピア・サポーターが減り、相
談件数減少の一因となっている。
（2）ピアイベントの開催と参加者
　ピア・ひろばは、学生間・学年間・学部学科間
の交流と支援の活性化にも努めている。ピアイベ
ントの開催内容と参加者は、表 4、表 5 に示すとお
りである。イベント企画は、基本的にピア・サポー
ターである学生たちがおこなう。表 4、表 5 に示し
た活動はいずれも、ピア・サポーターたちが「学
生生活を充実させるためにどのようなことが学内
でおこなわれるとよいか」を考えた末に生み出さ
れたものである。4 月の履修相談、試験前の相談強
化、基礎学力向上の取り組みについては、教職員
側から活動を要請したものであるが、その方法は
ピア・サポーターたちに一任している。多くの学
生が気軽に参加できるようゲーム性を取り入れる
などの工夫が施されている。
　2010 年度と 2011 年度を比較すると、伝統を作ろ
うと継続・発展しておこなわれたもの（例 : 七夕イ
ベント、学園祭への参加、履修相談→新入生歓迎会、
基礎学力向上）もあれば、新しく企画されたイベン
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トもある（例 : チャリティフリーマーケット、ドッ
ジボール大会）。
（3）ピア・ひろばの活動成果と課題
　ピア・ひろばは、創設主旨にあったとおり次の 6
つの役割を期待されている。①居場所の創出、②各
学部学科間・学年間交流、③相談窓口の一元化、④
身近な上級生の対応による気軽な相談窓口の提供、
⑤イベント企画によるキャリア形成や学習的啓蒙、
⑥利用者やピア・サポーターの社会的スキルと自信
を醸成する。
　この 6 つの役割に即しながら、活動成果と課題を
整理してみたい。まず「①居場所の創出」に関しては、
学生の利用しやすい学習環境及び居場所の提供がで
きたと言える。具体的には、学校が開いているあい
だ常時利用できるようにし、朝早い時間や遅い時間
の PC などの利用ニーズに応えている。また、友達
と雑談を交えた会話をしながら勉強する学生の姿が
見られ、「ながら勉強」という〝現代的〟なパター
ンが成立した。また、空き時間に一人でいても居心
地のよい場所になったと学生は言う。
　一方で課題もある。第 1 に、来場者数の問題であ
る。時間帯によっては来場者ゼロの現象が生じてい
る。学生のキャンパスライフの動線の中に場所を設
けることができなかったことが影響していると考え
られる。第 2 に、「ながら勉強」と「静かな学習・
相談スペース」は、空間的に共存が難しく、学習環
境というものについて再考する必要がある。
　「②各学部・学科・学年を超えた仲間づくり・コ
ミュニケーション・情報交換の活性化支援」に関し
ては、これを実現すべく学生が中心となったイベン
トが開催されている。その中では、学部・学科・学
年間の壁を超える関係構築が生まれている。また各
クラブ・サークルとコラボしてイベントをおこなう
ことにより、結果として各クラブ・サークルの活動
支援ともなっている。すなわちこれらのイベントは、
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ピア・サポーター以外の一般学生を巻き込みながら、
学内活性化を促しており、ピア・ひろばの成果とし
て評価できるものである。ただ問題点をあげれば、
学生同士の交流は一時的なものに留まった面も観察
され、本来狙っていた学生の仲間づくりや情報交換
をする恒常的な関係構築が十全におこなわれたとは
言い難い。その対処法のひとつとしては、今後は小
規模でも定期的なイベント開催が考えられる。
　「③相談窓口の一元化」と「④身近な上級生の対
応による気軽な相談窓口の提供」に関しては、当初
の狙い通り、学生にとって利用しやすい相談窓口の
提供に成功したようである。事実、新入生にとって
は教職員への質問はハードルが高いため、資格取得
など学生生活に関する相談に来る姿が見られた。た
だし、相談件数を見ると、決して相談が多いとは言
えない。ピア・ひろばの今後の課題のひとつである。
この問題については、相談を受けるピア・サポー
ターのメンバー構成も指摘しなければならない。ひ
とつは、ピア・サポーターの学科間の偏りについて
である。現在、希望者を採用するかたちをとってい
るため、必然的に所属学科の偏りが生じるように
なっている。このことは専門的学習の支援の面で大
きなネックとなっている。希望者のみが集まってい
るからこそ、組織の活気を維持できる活動が可能に
なっていることを考慮に入れつつも、今後の採用方
法を検討していく必要がある。同時に、ピア・サポー
ターの配置人数の都合や、1・2 年生のピア・サポー
ターの配置などにより、専門的学習の支援が困難な
時間帯が生じていることがいまひとつの検討課題で
ある。この部分については、3 年生以上など上級生
のみを採用する形をとればある程度解消されること
であろう。しかし一方で、上級生のみの採用となる
と、個々のピア・サポーターの経験年数が必然的に
短くなり、イベント企画など組織的に活動する場合
の牽引役を期待することが難しくなる。学生自治組
織としての機能を重視するのであれば 1・2 年生か
ら採用し、人材を育てていかざるを得ない。すなわ
ち、専門的学習支援要員配置とイベント企画及び
リーダーの育成との矛盾が指摘される。
　「⑤イベント企画によるキャリア形成や学習的啓
蒙」に関しては、ピア・サポーターが知恵を出し合
い、楽しく参加できる基礎学力向上イベントの実施
や就職活動中の学生の交流会などを企画・実施した。
日常的におこなっている活動なので純粋な参加者数
をカウントすることは難しいが、一定程度の参加者
を得るとともに参加者には好評である。まだまだ発
展の可能性はあるとは思うが、まずまずの成功をお
さめていると言える。ただし、今後さらに質的充実
を図るなら学生だけでは限界があることを指摘して
おきたい。その理由としては 2 つある。1 つは、学
生のみの情報量では学内にどのようなニーズがある
か、またそのニーズを満足させるためにどのような
ツールが利用できるかなどの把握が困難である。2
つめは、ピア・サポーターのマンパワーの問題があ
る。授業の合間のみの活動であり、1 人ひとりのピ
ア・サポーターの活動可能時間に限界がある。その
中で体系的な活動をおこなっていくことは学生のマ
ンパワーのみではかなり難しい部分もある。
　以上示したように、K 女子大学のピア・サポート
活動は、課題がありながらも一応の成果をおさめて
いると言える。さらに、居場所の提供、相談業務、
あるいはイベント開催により「⑥利用者の社会的ス
キルと自信を醸成する」ことへも貢献できたのでは
ないだろうか。表 6 は学生生活を送るのにピア・サ
ポート制度がどの程度役に立つかを、学生の立場か
らピア・サポーターたちに回答してもらったもので
ある。「どちらともいえない」という慎重な回答も
1 割程あるとは言え、概ね肯定的な回答を得ている。
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　次に、大学を活気づけるために役に立つということ
については、より肯定的な回答が多い（表 7）。直接
的に学生生活に役立つというより、大学の活性化に
影響を与えたという実感の方が強いようである。
　一方で、ピア・サポーターも成長をしている。表
8 を見ると、彼らがこの活動を通じて「社会人基礎
力」の各要素を身に付けたと感じていることが分か
る。項目によってバラツキはあるものの、ほとんど
の項目で「とても身に付いた」～「やや身に付いた」
という肯定的な回答を得ている。
 
Ⅲ. ピア・サポート活動におけるピア・サポー
ターの学び
1. ピア・サポ トー活動を通して学生が得ているもの
　前項に示したように、K 女子大学のピア・サポー
ターたちは、活動を通して自身の成長を感じている。
次に、この彼らの学びについて、彼ら自身の言葉か
らより詳細に探ってみたい。毎学期末にピア・サポー
ターたちに各自の活動を振り返ってもらう機会を
もった。以下にサポーターたちの語りを具体的に示
すが、その語りのポイントは次の 3 つに要約できる。
「能動的に考えるようになった」、「新しい人間関係
構築ができた」、「他人の役に立った」、の 3 点である。
以下にこれら 3 点の具体的な内容を紹介する。
（1）能動的に考える習慣の構築
　ピア・サポート活動の中では、ピア・サポーター
たちが全員それぞれ能動的に行動することを要求さ
れる。例えばイベント開催で言えば、その企画は「学
生目線」が期待され、教職員を頼ることはできず、
彼らは能動的行動をするしかない。またイベント準
備～当日においても、それぞれが授業の合間を縫っ
て限られた人数と時間でおこなうため、各人の能動
性なくしては成り立たない。そうして能動的に考え・
行動しつづけることによって、彼らが自らの言動を
セルフ・モニタリングできるようになり、それが習
慣化したと言えよう。
　さらに、ピア・サポーターたちは「もっと学校を
盛り上げていきたい」「後期はもっと自分から提案・
意見していこうと思う」とより充実した活動を実践
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していくことを望む発言をしている。それは 2 年目
以降のイベントの内容発展や新企画という形で現れ
ている。この現象は、イベント開催の場面だけでは
なくて、相談業務についても同様であった。例えば、
相談件数の伸び悩みに対処すべく、ピア・ひろばの
レイアウトを変えたり、ピア・サポーターの名札が
工夫された。こうした意欲に基づく行動は、能動的
に考える習慣をさらに強めている。
　また、ピア・サポート集団の中では、コミュニケー
ションが決して得意ではない学生にも、自然と能動
性を意識させる雰囲気があるようだ。次はいずれも
2010 年度後期以降に採用された「後輩」ピア・サ
ポーターの語りである。「今まで自分の思った事を
言うのは怖くて仕方ありませんでした。ですが、ピ
ア・サポーターをさせてもらって『言わなきゃ…行
動しなきゃ…!!』と思いました。ただ、まだ思った
だけで行動には移せなかった気もするけれど、自分
の中では『成長した !! 』と思いました」、「正直、ピ
アには興味だけで入りましたが、後期の間やってみ
て先輩たちはいろんなことを考えていて様々なぶつ
かり合いもあると思いますが、大学生活を良くした
いと思って、みなさんやっていることなので、私も
そこに入れるように、頑張りたいと思いました。」。
そこには能動的行為を強いる圧力があるというより
むしろ、能動的に活動することの楽しさ認識が含ま
れている。「フリーマーケットやオープンキャンパ
スの企画をする楽しさ、相手のことを考えて作るポ
スターやチラシの難しさ等、普段の生活では体験で
きないことを体験することができ、学ぶことも多く、
勉強になりました」。
（2）新たな人間関係の構築
　学生たちのほとんどが「サポーターをしていて、日
頃は関わることのない他の学科・学年の方と話す機
会があったことがよかった」と新しい出会いを喜んで
いる。学科や学年の壁を超える人間関係が構築でき
たことは、ピア・サポーターが多様な学科・学年でメ
ンバー構成されているという初期設計に由来する。
　しかし彼らは、単に新しい人との出会いに喜んで
いるばかりではない。同時に、自身が今までとちが
う他者との関わり方を成立させることができたとも
述べる。「自分の意見を言ったり、人の意見に耳を
傾けたりできたことがよかったです」というような
学生のコメントが典型であるが、これまでとは違う
多様なコミュニケーションの成立を喜ぶ声が強い。
これらのコミュニケーションを通じ「物の見方が変
わりました。『後輩のため』と考えたり、自分本位
の考え方が少し減りました」というような自己変革
を成している。
　実際、彼らの学期末の活動を振り返る語りからは、
「いろんな人と交流する『力』がついたと思う」、「ピ
アサポとしての活動は、社会の縮図みたいなものだ
と思うので、自分にとっていい経験ができたし、成
長にもつながった。」、「自分だけの世界観にとらわ
れずにいろんな方とお話しすることで吸収できるこ
とがたくさんあり自分にとってプラスになることが
たくさんあったと感じることができました。」など、
同じ大学に通う同年代の、しかもピア・サポート活
動に興味を持つという点で共通性も多いであろうピ
ア・サポーター間の人間関係の話にしては大げさに
感じるきらいもあるが、彼らがいかに他者を理解し
ようと努力奮闘しながら活動をすすめているかがう
かがえる。また、先の表 8 が示すように、「とても
身に付いた」と多くの学生が回答しているのは「10.
相手の意見を丁寧に聴く力」、「11. 意見の違いや立
場の違いを理解する力」である。
　こうしてピア・サポーターたちは協働して活動し
ながら、集団としての凝集性を高めていったようで
ある。高い凝集性は、学期末にピア・サポーター継
続の希望を聞くと、このまま続けたいと望む学生
が多いことにも裏付けられよう。そしてその継続
意志の背景には、人間関係の形成に魅力を感じて
いることも一因となっていると考えて間違いない
（Cartwright & Zander,195912） ）。
（3）他人の役に立つ――達成感から意欲形成へ
　彼らの活動の原動力となっているのは、活動を通
して得られる達成感であろう。ピア・サポーターた
ちが達成感を抱いているであろうことは、彼らの言
葉の中に簡単に見つけることができる。例えば「ピ
アのイベントを宣伝していると、やったよーとかみ
たよーとか言ってもらえて、少しずつでも知る人が
増え参加しやすくなっているのかなと思った。それ
を言ってもらえるだけでやる気が出るので、もっと
楽しんだり勉強しやすいように学生ならではの考え
をとりいれていきたい」。また、先の表 6、表 7 に
示したように、彼らが大学の活性化や学生の生活充
実においてピア・サポート制度が役に立つと評価し
ている事実からも知ることができる。
　また、そこには活動をやり遂げたという素朴な達
成感だけではなくて、自己の活動が「他人の役に立
てた」というような気持ちも抱いているようだ。「『就
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活生集まれ!!』をして、実際に就活を始めてくれたり、
相談にのれたり……など少しは貢献できたかなと思
います」、「ピア・サポーターになってから、ちょっ
とでも人の役に立てられたような気がします。大学
に貢献できたかはわからないけど、ピア・サポーター
を通して、この学校を盛り上げたりできたらいいな
と思います」、「大学に貢献できたと思います。昨年
に比べると『渉外』という役職に就いて仕事をした
り、チャリティフリーマーケットの準備や会計、オー
プンキャンパスの手伝い、学園祭などに自ら行動で
きていたので、昨年の自分より成長できたと思いま
す。来年度は今年度よりもっと活動できるように頑
張りたいです」。
　この達成感から生まれる意欲により設定される
目標は、二種類ある。集団レベルでよりよい活動
を志向するというものと、個人レベルで各自の行
動変容に関するものである。個人レベルでの目標
設定は次に紹介する能動的に考える習慣の構築へ
と結びついていく。
　以上の 3 つを改めて見直すと、ピア・サポーター
たちは能動的に行為せざるを得ない立場に置かれ、
他の人と意見を交わしながら活動し、周りの学生
の反応により達成感を抱き、次の活動への意欲を
向上させる、とまとめることができる。すなわち、
この 3 つは循環しつつ相互に関わり合って成り
立っている。この循環を繰り返しながら、彼らは
いわばピア・サポート実践力を高めているのであ
る。そして、それが社会人基礎力の獲得につながっ
ていると考えられる。
2. ピア・サポーターの成長を支える 4 つの背景
　本事例において、ピア・サポーターらが、活動を通
してピア・サポ トー実践力を高め、各人の社会人基礎
力を獲得していることを指摘した。それは分解すると
4 つの背景に支えらえれていると考えられる。
　1 つ目は、能動的に行為せざるを得ない「環境」
である。本事例では組織構成から実践まで基本的
に学生たちに任されていた。それは放任している
ということではない。むしろ、教職員は彼らの力
に期待をしながら見守ることを徹底した。これは
学生たちというより、その周囲の教職員の心構え
に関わるものである。2 つ目に、互いに理解し協
働し合う「集団内の関係性」がある。これによっ
て学生たちの能動性が保障されるのである。K 女
子大学においても、活動当初は、他の学生に嫌わ
れないように突出しないようにと、周りの顔色を
うかがって話し合いが成り立たない場面もあった。
建設的な議論ができるようになったのは、相手の
意見に耳を傾け、意見のちがいを理解するように
なってからである。そして、彼らがこの部分につ
いてどれほど努力していたかはすでに示したとお
りである。3 つ目に、成功体験に基づく「動機づ
け」があげられる。これがあってはじめて、能動
的行為や集団内の関係性を変容させていくことに
積極的になったと言えよう。そして、集団の能動
的行為を促す「集団内の雰囲気（文化）」が 4 つ目
である。これは、学生たちが活動を通して行動変
容することにより徐々に発現してきたものである。
後輩ピア・サポーターたちが先輩ピア・サポーター
を見倣って行動しようとしていたが、この集団内
の雰囲気（文化）も学生を成長させるきっかけを
与えている。
Ⅳ.  結語
　活動をしている学生たちが一番悩んでいる時間が
長かったのは、実は活動そのもののことより人間関
係についてである。いまの学生にとって協働すると
いうことがいかに難しいことか、ということである。
本事例のピア・サポーターたちにとってピア・サポー
ト活動は、これまで自分のことで精一杯だった学生
たちに、他者のために考えたり動いたり、他者と協
働する機会を提供した。そして、活動を通して自己
中心的なものの見方や考え方を脱却し、その変化が
自己成長につながっていったようである。
　しかしこのことは、一般的な学生たちの対人能力
やスキルの低下ではなく、むしろ彼らのこれまでの
学校生活などでそのような経験を積む場がなかった
ということであろう。大学生が「生徒化」13）している
（伊藤 1999）と言われ始めて久しい。大学生活の自
由な時間の縮小に伴う文化的広がりの減少、すなわ
ち遊戯性や対抗性、特異性等のいわゆる学生文化の
特徴が今の大学生の学生生活から失われているとい
うこと、そして大学が従来持っていた学生の自立性
を養う場としての機能が失われてしまうことが危惧さ
れている（武内 200314）, 200515） ）。事実、いまの「生
徒化」した学生と、主体的な学びを求める大学とが
ミスマッチを起こしていることを指摘するデータもある
（半澤 200716） ）。そしていまや逆説的なことであるが、
大学が「学校化」し学生たちに適応を求め学生を「生
徒化」させている（新立 201017） ）とする指摘もある。
本稿の事例は限られたものではあるが、現代的学生
と大学の状況に対して、「脱生徒化」・「脱学校化」
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させるためのヒントを考える際にも有用な示唆を与え
るものではないだろうか。
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